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・
既
定
予
算
額
に
１
０
５
，
２
３

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，

２
０
６
，
６
０
５
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
５
，
０
２
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
４
８
，

５
８
８
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
４
７
０
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
３
，

４
１
１
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
２
４
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
５
，

７
３
３
千
円
と
す
る

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
２
９
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
４
３
２
，

２
７
６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

９
月
４
日(

月)

■
調
査
事
項

①
建
設
工
事
の
施
工
状
況
に
つ
い

て②
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
つ

い
て

■
調
査
結
果

①
②
指
摘
事
項
な
し　
　
　
　
　

■
調
査
期
日　

10
月
18
日(

水)

■
調
査
事
項

財
政
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

11
月
９
日(

木)

■
調
査
事
項

①
碧
水
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
地
域
の
高
齢
福
祉
施
設
の
核
と

し
て
、
今
後
も
頑
張
っ
て
運
営
し

て
頂
き
た
い
。

②
国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
は

平
成
30
年
４
月
か
ら
北
海
道
に
移

行
す
る
。
今
後
、
町
民
周
知
の
徹

底
を
図
り
円
滑
に
移
行
す
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
平
成
29
年
度
北
竜

町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て
〕

・
既
定
予
算
額
に
２
，
１
６
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
，

１
０
１
，
３
６
７
千
円
と
す
る
。

推
薦

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

・
瀬
戸 

照
代 

氏
（
新
任
）

原
案
可
決

○
平
成
29
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
，
４
０
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
２
３
，

３
１
５
千
円
と
す
る
。

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

○
障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な

る
「
暮
ら
し
の
場
」
の
早
急
な
整

備
を
求
め
る
意
見
書

○
29
年
度
以
降
「
産
地
交
付
金
」

の
満
額
交
付
な
ど
を
求
め
る
要
望

意
見
書

一
般
質
問

　

６
名
の
議
員
か
ら
７
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。
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次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
議
会

を
体
験
し
、「
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
12
月
７
日
子
ど
も
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
理
事
者
と
８
人
の
議
員
は
答

弁
者
席
に
、
真
竜
小
学
校
６
年
生

の
生
徒
10
人
は
議
員
席
に
座
り
、

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
小
学

生
ら
し
い
率
直
な
質
問
や
意
見
を

繰
り
出
し
ま
し
た
。

■
小
学
生
議
員
の
一
般
質
問

１
．
ひ
ま
わ
り
の
里
に
つ
い
て

２
．
町
長
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

３
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

４
．
学
校
屋
外
に
あ
る
木
造
の

　
　
物
置
に
つ
い
て

５
．
北
竜
町
の
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

６
．
Ａ
コ
ー
プ
の
跡
地
に
つ
い
て

７
．
北
竜
町
の
行
事
に
つ
い
て

８
．
建
設
中
の
お
店
に
つ
い
て

９
．「
芸
術
鑑
賞
の
旅
」
に
つ
い
て

10
．
議
員
さ
ん
の
仕
事
の

　
　
内
容
に
つ
い
て

　

北
竜
町
議
会
議
長 

佐
々
木 

康
宏 

氏
が
11
月
20
日
に
北
海

道
社
会
貢
献
賞(

自
治
功
労
賞)

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
議
長
は
昭
和
62
年
の

初
当
選
以
来
、
現
在
７
期
目
を

務
め
ら
れ
、
平
成
19
年
か
ら
は

３
期
連
続
で
議
長
と
し
て
地
方

自
治
の
振
興
と
効
率
的
な
議
会

運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
北
竜
町
代
表
監
査
委
員 

小
松 

忠
彦 

氏
が
11
月
１
日
に

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

(

監
査
事
務
功
労
者)

総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
氏
は
多
年
に
渡
り
監
査

事
務
に
精
励
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

議事進行を行う岩倉あずさ議長 小学生議員による一般質問

子
ど
も
議
会

開
催

■
佐
々
木 

康
宏 

氏

　
北
海
道
社
会
貢
献
賞(

自
治
功

　
労
賞)

受
賞

■
小
松 

忠
彦 

氏

　
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

　（
監
査
事
務
功
労
者)

総
務
大
臣

　
表
彰
受
賞
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７
年
連
続
で
の
豊
作
と
な
っ

た
。
も
は
や
こ
れ
が
平
年
作
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
北
海
道
の
水
稲
栽

培
技
術
が
こ
の
10
年
前
後
で
大

き
く
向
上
し
た
証
で
あ
る
。
平

成
30
年
か
ら
国
に
よ
る
生
産
調

整
が
終
わ
り
、
生
産
者
、
農
業

団
体
自
ら
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
た
生
産
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
う
ま

く
こ
の
こ
と
が
機
能
す
る
か
不

安
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日

本
の
農
政
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
、
昔
の
よ
う
な
一
家
族
農

業
で
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

 

毛
利
元
就
の
３
本
の
矢
の
教
え

は
有
名
な
話
で
あ
る
。
１
本
の
矢

で
は
簡
単
に
折
れ
る
が
、
３
本

ま
と
め
る
と
容
易
に
折
れ
な
い
。

兄
弟
３
人
結
束
し
て
毛
利
家
を

守
っ
て
ほ
し
い
と
告
げ
、
息
子

た
ち
は
必
ず
こ
の
教
え
に
従
う

こ
と
を
誓
っ
た
と
い
う
話
で
あ

る
。
今
、
北
竜
町
の
農
家
が
激

減
す
る
中
で
地
域
を
守
る
担
い

手
も
３
本
の
矢
、
５
本
の
矢
の

束
に
な
ら
な
け
れ
ば
北
竜
町
の

農
地
を
守
り
き
る
事
が
出
来
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
松 

正
美
）


